
クジラの骨の化石尖頭器（やりの先）石　枕銅　椀帯金具

縄文土器

石　器酒々井駅の図 獅子舞

環濠集落

仏　像

石器づくり
ナウマンゾウ

土器づくり

狩　り

旧石器

わ

な

り
ゅ
う
き

の

こ

じ
り

い
わ
じ
ゅ
く

か

り

そ

せ
ん

き

と
う

り
ゅ
う

じ

か
く

か
ど

ま
さ

つ
ね

た
だ

た
ね

つ
ね

た
ね

よ
り

と
く

き
ょ
う

ご

ろ
う

そ
う

ぜ
ん

た
い

そ

じ
き

し
ゅ
う

お
う

ろ

ど
ぐ
う

か
ん
じ
ょ
う

せ
き

ふ

き
ょ
く
ぶ

ま

せ
い

お
う
け
つ

い
し
ま
く
らみ

つ
く
に

か
み
い
わ
は
し

す
み
ふ
る
さ
わ

さ

が
く

ば

す
み

き

ど

す
み

ば

ば

お
お
わ
し

お
に
づ
か

き
つ
ね
づ
か

か
み
じ
ゅ
く

き
ち
じ
ょ
う
じ

だ
い
ぶ
っ
ち
ょ
う
じ

お

が
み

き
ょ
う
い
ん
じ

ち
ょ
う
ふ
く
じ

と
う
こ
う

じ

せ
い
こ
う

じ

じ
ょ
う
せ
ん
じす

け
た
ね

か
つ
た
ね

く
に
た
ね

ま

ば
し

い

じ
の

ろ
く
し
ょ

や

さ
か

し
ょ
う
ぞ
う
い
ん

せ
い
じ
ゅ
ど
う

も
く

し

ち

け
ん

う
ん
ぎ
ょ
く

と
の

べ

た

は
ら
や
わ
ら

し
ば

の
ぶ

よ
し

ぽ
う

て
ん

せ
い

か
ん

ほ

き
ょ
う

き
ゅ
う

じ
ょ
う

し
ん

じ
ん

す
き
の
え

は
く

み

こ

ぎ

ひ

酒々井町役場 本佐倉城跡

日
本
列
島
は
ア
ジ
ア
大
陸
と
陸
続
き
に

な
っ
て
い
た
。（
氷
河
時
代
）

・
南
方
か
ら
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
、
北
方
か

　
ら
マ
ン
モ
ス
が
や
っ
て
き
た
。 

 

野
尻
湖
遺
跡

・
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
骨
化
石
が
出
土

群
馬
県
の
岩
宿
遺
跡

・
相
沢
忠
洋
氏
が
発
見
し
た
日
本
初
の

　
旧
石
器
時
代
の
遺
跡

　 五
七

　
倭
の
奴
国
王
が
漢
に
使
い
を
送
り
、

　
金
印
を
あ
た
え
ら
れ
る
。

二
三
九

　
卑
弥
呼
が
魏
に
使
い
を
送
る
。

五
三
八（
五
五
二
）

　
仏
教
が
伝
わ
る
。

五
九
三

　
聖
徳
太
子
が
摂
政
と
な
る
。

六
四
五

　
大
化
の
改
新
が
始
ま
る
。

六
六
三

　
白
村
江
の
戦
い
が
起
こ
る
。

六
七
二

　
壬
申
の
乱
が
起
こ
る
。

七
〇
一

　
大
宝
律
令
が
で
き
る
。

七
一
〇

　
平
城
京
に
都
が
う
つ
さ
れ
る
。

七
五
二

　
東
大
寺
の
大
仏
が
完
成
す
る
。

七
九
四

　
平
安
京
に
都
が
う
つ
さ
れ
る
。

九
三
九

　
藤
原
純
友
の
乱
が
起
こ
る
。

一
〇
一
六

　
藤
原
道
長
が
摂
政
と
な
る
。

一
一
五
六

　
保
元
の
乱
が
起
こ
る
。

一
一
五
九

　
平
治
の
乱
が
起
こ
る
。

一
一
九
二

　
源
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
に
な
る
。

一
二
二
一

　
承
久
の
乱
が
起
こ
る
。

一
二
七
四
・
一
二
八
一

  

元
が
日
本
を
攻
め
る
。

一
三
三
三

　
鎌
倉
幕
府
が
ほ
ろ
び
る
。

一
三
三
八

　
足
利
尊
氏
が
京
都
に
幕
府
を
開
く
。

南
朝
と
北
朝
の
対
立

一
四
六
七

　
応
仁
の
乱
が
起
こ
る
。

一
五
四
三

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
鉄
砲
を
伝
え
る
。

一
五
七
三

　
織
田
信
長
が
室
町
幕
府
を
ほ
ろ
ぼ
す
。

一
五
八
二

　
本
能
寺
の
変
が
起
き
る
。

一
五
九
〇

　
豊
臣
秀
吉
が
小
田
原
攻
め
を
す
る
。

　
徳
川
家
康
が
関
東
に
入
る
。

一
六
〇
〇

　
関
ヶ
原
の
戦
い
が
起
こ
る
。

一
六
〇
三

　
徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
開
く
。

一
六
一
四
・
一
六
一
五

　
大
坂
冬
の
陣
・
夏
の
陣
が
起
こ
る
。

一
六
三
七

　
島
原
の
乱
が
起
こ
る
。

一
六
八
五

　
徳
川
綱
吉
が
生
類
憐
み
の
令
を
つ
く
る
。

一
七
一
六

　
徳
川
吉
宗
が
享
保
の
改
革
を
行
う
。

一
七
八
二

　
天
明
の
大
き
き
ん
が
起
こ
る
。

一
七
八
七

　
松
平
定
信
が
寛
政
の
改
革
を
行
う
。

一
八
三
七

　
大
塩
平
八
郎
の
乱
が
起
こ
る
。

一
八
四
一

　
水
野
忠
邦
が
天
保
の
改
革
を
行
う
。

一
八
五
三

　
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
航
す
る
。

一
八
六
七

　
徳
川
慶
喜
が
政
権
を
朝
廷
に
返
す
。

一
八
六
八

　
明
治
維
新

一
八
九
四
（
〜
九
五
）

　
日
清
戦
争
が
起
こ
る
。

一
九
〇
四
（
〜
〇
五
）

　
日
露
戦
争
が
起
こ
る
。

一
九
二
三

　
関
東
大
震
災
が
起
こ
る
。

一
九
三
七
（
〜
四
五
）

　
日
中
戦
争
が
起
こ
る
。

一
九
四
一
（
〜
四
五
）

　
太
平
洋
戦
争
が
起
こ
る
。

一
九
四
五

　
広
島
・
長
崎
に
原
爆
投
下
・
終
戦

一
九
四
六

　
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
る
。

一
九
六
四

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

一
九
九
五

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
こ
る
。

二
〇
一
一

　
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
る
。

二
〇
二
〇

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催（
二
度
目
）

地
か
く
変
動
で
隆
起
し
て
、
房
総

半
島
が
形
成
さ
れ
る
。

・
今
か
ら
約
一
二
万
年
前
の
千
葉
県
は

房
総
半
島
南
部
の
丘
陵
と
銚
子
周
辺
の

高
台
が
水
面
上
に
出
て
い
た
の
み
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
約
二
万
年
前
の
氷
期

に
な
る
と
、
気
温
は
現
在
と
比
べ
て

七
、
八
度
低
く
、
海
水
面
も
約
一
〇
〇

ｍ
も
低
く
な
り
、
東
京
湾
は
盆
地（
陸

地
）と
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　房
総
に
人
が
住
み
始
め
る
。

房
総
半
島
北
部
で
局
部
磨
製
石
斧

を
持
つ
環
状
石
器
群
が
つ
く
ら
れ

る
。

尖
頭
器（
や
り
の
先
）が
出
現
す

る
。

土
器
・
弓
矢
が
出
現
す
る
。

土
偶
が
出
現
す
る
。

屋
外
の
炉
で
調
理
を
す
る
。

加
曽
利
貝
塚
が
つ
く
ら
れ
る
。

大
陸
か
ら
稲
作
が
伝
わ
り
、
農
耕

が
始
ま
る
。

佐
倉
市
大
崎
台
で
環
濠（
か
ん
ご

う
）集
落
が
つ
く
ら
れ
る
。

　　岩
屋
古
墳
が
つ
く
ら
れ
る
。

（
一
辺
八
〇
ｍ
の
方
墳
）

下
総
で
製
鉄
が
始
ま
る
。
　

七
〇
九

　
龍
角
寺
が
建
て
ら
れ
る
。

下
総
で
須
恵
器
生
産
が
始
ま
る
。

　九
三
五

　
平
将
門
の
乱
が
起
こ
る
。

一
〇
二
八

　
平
忠
常
の
乱
が
起
こ
る
。

一
一
五
六

　
千
葉
常
胤
が
保
元
の
乱
に
参
加

　
す
る
。

一
一
八
九

　
千
葉
常
胤
が
奥
州
平
泉
の
藤
原

　
氏
を
攻
め
る
。

一
二
七
四

　
千
葉
頼
胤
が
元
に
備
え
て
九
州

　
に
行
く
。

下
総
千
葉
氏
と
九
州
千
葉
氏
の
戦

い一
四
五
五

　
享
徳
の
乱
で
千
葉
氏
一
族
の
争

　
い
が
起
こ
る
。

一
五
六
六

　
上
杉
謙
信
が
臼
井
城
を
攻
め
る
。

　一
五
九
四

　
徳
川
家
康
五
男
の
武
田
信
吉
が

　
佐
倉
藩
に
入
る
。

一
六
一
〇

　
土
井
利
勝
が
佐
倉
藩
主
に
な
る
。

一
六
一
七

　
土
井
利
勝
が
佐
倉
城
を
つ
く
る
。

一
六
五
三

　
木
内
惣
五
郎
が
将
軍
に
直
訴
し

　
処
刑
さ
れ
る
。

一
七
二
四

　
印
旛
沼
の
干
拓
開
始

一
七
八
二

　
田
沼
意
次
の
印
旛
沼
再
干
拓

一
八
二
一

　
伊
能
忠
敬
が
日
本
地
図
を
つ
く

　
る
。

一
八
四
三

　
佐
藤
泰
然
が
蘭
医
学
塾「
順
天

　
堂
」を
開
き
、
予
防
接
種
が
始

　
ま
る
。

一
八
七
三

　
千
葉
県
が
で
き
柴
原
和
が
初
代

　
県
令
と
な
る
。

一
九
〇
二

　
利
根
川
洪
水
で
印
旛
沼
水
害

一
九
二
二

　
長
門
川
に
印
旛
水
門
完
成

一
九
三
六
（
〜
五
一
）

　
大
利
根
用
水
工
事
が
始
ま
る
。

一
九
四
六
（
〜
六
九
）

　
印
旛
沼
干
拓
が
始
ま
る
。

一
九
七
八

　
成
田
国
際
空
港
開
港

一
九
八
三

　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
開
館

一
九
八
九

　
幕
張
新
都
心
が
で
き
る
。

一
九
九
八

　
東
京
湾
横
断
道
路
開
通

二
〇
一
〇

　
国
民
体
育
大
会
の
開
催

上
岩
橋
貝
層

・
二
〇
〇
万
年
前
か
ら
一
〇
万
年
前
ま
で
の
長
い

期
間
、
古
東
京
湾
と
呼
ば
れ
る
海
に
生
息
し
て
い

た
貝
の
化
石
の
成
田
層
。
エ
ゾ
マ
テ
ガ
イ
な
ど
の

寒
い
海
に
す
む
貝
が
中
心
で
一
二
〇
種
類
以
上
見

つ
か
っ
て
い
る
。

ク
ジ
ラ
の
化
石

・
昭
和
五
〇
年
、
中
学
生
が

東
酒
々
井
団
地
の
造
成
地
で

ク
ジ
ラ
の
腹
部
あ
た
り
の
骨

の
化
石
を
発
見
す
る
。

墨
古
沢
遺
跡

・
酒
々
井
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
を
広
げ
る
時
に
発

見
さ
れ
た
遺
跡
で
、
石
器
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て

い
る
場
所（
石
器
ブ
ロッ
ク
）が
複
数
あ
り
、
そ
れ
が

円
い
ド
ー
ナ
ツ
状
に
配
置
さ
れ
た
環
状
ブ
ロ
ッ
ク

群
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

本
佐
倉
猿
楽
場
遺
跡

墨
木
戸
遺
跡

墨
馬
場
遺
跡

大
鷲
神
社
古
墳
が
つ
く
ら
れ
る
。    

・
石
枕
が
出
土
す
る
。

鬼
塚
古
墳
が
つ
く
ら
れ
る
。

狐
塚
古
墳
が
つ
く
ら
れ
る
。          

　カ
ン
カ
ン
ム
ロ
横
穴
群
が

つ
く
ら
れ
る
。

・
鉄
刀
、
銅
椀
が
出
土
す
る
。

上
宿
遺
跡

・
帯
に
つ
け
る
帯
金
具
が

出
土
す
る
。

吉
祥
寺
が
建
て
ら
れ
る
。

大
仏
頂
寺
が
建
て
ら
れ
る
。

尾
上
出
土
の
仏
像
が
つ
く
ら
れ
る
。

経
胤
寺
が
建
て
ら
れ
る
。

文
書
に
小
上（
尾
上
）・
岩
橋
の
地
名
が
書
か

れ
る
。

長
福
寺
の
仏
像
が
つ
く

ら
れ
る
。

東
光
寺
が
建
て
ら
れ
る
。

清
光
寺
の
仏
像
が
つ
く
ら
れ
る
。

上
岩
橋（
殿
辺
田
）で
下
総
式
の
板
碑（
い
た

び
）が
つ
く
ら
れ
る
。

文
書
に
墨
・い
つ
み（
飯
積
）・
須
々
井（
酒
々

井
）の
地
名
が
書
か
れ
る
。

浄
泉
寺
の
仏
具
が
つ
く
ら
れ
る
。

千
葉
輔
胤
の
本
佐
倉
城
築
城（
〜
一
四
八
六
）

千
葉
氏
が
城
下
町
を
つ
く
り
祭
り
が
始
ま
る
。

千
葉
勝
胤
を
中
心
に「
雲
玉
和
歌
集
」が
編
さ

ん
さ
れ
る
。

本
佐
倉
城
が
火
災
に
あ
う
。

千
葉
邦
胤
が
家
臣
に
暗
殺
さ
れ
る
。

豊
臣
秀
吉
の
北
条
攻
め
で
千
葉
氏
滅
亡

徳
川
家
康
が
酒
々
井
町
を
取
り
立
て
て
、

酒
々
井
宿
が
で
き
る
。

馬
橋
村
・
小
上（
尾
上
）村
と
上
岩
橋
村
が
検

地
を
受
け
る
。

下
総
牧
を
佐
倉
牧
・
小
金
牧
に
分
け
、
嶋
田

長
右
衛
門
が
牧
士
に
な
る
。

下
岩
橋
村
が
検
地
を
受
け
る
。

伊
篠
新
田
が
開
発
さ
れ
る
。

徳
川
光
圀（
水
戸
黄
門
）が
地
蔵
院
に
宿
泊
す
る
。

勝
蔵
院
が
建
て
ら
れ
る
。

六
所
神
社
を
建
て
か
え
る
。

・
墨
の
獅
子
舞
が
始
ま
る
。

「
成
田
の
道
の
記
」

・
宿
場
町
に
十
軒
の
宿

屋
が
あ
り
、
成
田
不
動

や
芝
山
観
音
参
り
に
行

く
旅
人
で
に
ぎ
わ
う
。

八
坂
神
社
の
み
こ
し

が
五
〇
両
で
新
し
く

つ
く
ら
れ
る
。

手
習
い
塾（
青
樹
堂
）が
つ
く
ら
れ
る
。

酒
々
井
郵
便
局
が
で
き
る
。

町
村
制
施
行
に
よ
り
酒
々
井
町
に
な
る
。

成
田
鉄
道（
現
Ｊ
Ｒ
）の
酒
々
井
駅
が
で
き
る
。

南
酒
々
井
駅
が
で
き
る
。

電
気
が
通
じ
て
電
灯
が
つ
く
。

京
成
酒
々
井
駅
が
で
き
る
。

酒
々
井
町
に
電
話
が
開
通
す
る
。

佐
倉
市
と
の
合
同
ご
み
処
理
場
が
で
き
る
。

町
営
水
道
が
で
き
る
。

現
在
の
町
役
場
が
で
き
る
。

中
央
公
民
館
が
で
き
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

総
合
公
園
が
で
き
る
。

プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
が
で
き
る
。

酒
々
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
が
で
き
る
。

第
一
回
「
千
葉
氏
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
る
。

酒
々
井
町
国
際
交
流
派
遣
事
業
（
ド
イ
ツ
）

約
二
〇
万
年
前

約
一
五
万
年
前

約
三
万
四
千
年
前

約
一
万
五
千
年
前

約
一
万
三
千
年
前

約
一
万
年
前

約
八
〇
〇
〇
年
前

約
五
〇
〇
〇
年
前

約
四
五
〇
〇
年
前

約
二
四
〇
〇
年
前

一
〇
〇
頃

二
〇
〇
頃

四
〇
〇
後
半
頃

五
〇
〇
頃

六
〇
〇
初
め
頃

六
〇
〇
後
半

七
〇
〇
末
期
頃

八
〇
七

一
〇
〇
〇
後
半
頃

一
一
四
三

一
一
五
五

一
一
〇
〇
後
期
頃

一
二
四
三

一
三
〇
〇

一
三
八
三

一
四
〇
六

一
四
一
五

一
四
六
九

一
四
九
〇

一
五
一
四

一
五
七
三

　一
五
八
五

一
五
九
〇

一
五
九
一

一
六
〇
四

一
六
一
四

一
六
三
一

一
六
五
三

一
六
七
四

一
六
九
九

一
七
三
四

一
七
九
八

一
八
四
七

一
八
七
二

一
八
八
九

一
八
九
七

一
九
一
四

一
九
一
六

一
九
二
六

一
九
二
九

一
九
六
六

一
九
六
八

一
九
七
二

一
九
八
〇

一
九
八
三

一
九
八
四

一
九
八
七

一
九
八
八

二
〇
〇
三

二
〇
一
三

二
〇
一
六

二
〇
一
七

人
類
の
直
接
の
祖
先
出
現

・
新
人（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）

が
ア
フ
リ
カ
に
現
れ
る
。

九
万
年
〜
八
万
年
前
頃

・
ア
フ
リ
カ
の
ザ
イ
ー
ル
東
部

川
辺
か
ら
精
密
加
工
の
骨
角
器

（
や
り
の
先
や
刀
類
）が
出
土

一
五
万
年
〜
一
四
万
年
前
頃

・
旧
人（
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
）

が
洞
く
つ
の
生
活
で
用
途
別
の
石

器
を
作
成
、
埋
そ
う
も
行
う
。

・
旧
人
は
三
万
五
千
年
前
ま
で

に
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
東
北
ア
ジ

ア
に
か
け
て
活
動
す
る
。

一
万
二
千
年
〜
七
千
五
百
年
前

　
ヘ
ー
ニ
ン
グ
付
近
で
石
の

　
人
工
遺
物
の
出
現

七
千
五
百
年
〜
四
千
二
百
年
前

　
ド
ル
フ
ェ
ン
地
域
で
石
器

　
と
陶
器
の
出
現

四
千
二
百
年
〜
二
千
八
百
年
前
　

　
ド
ル
フ
ェ
ン
地
域
で
陶
器

　
と
装
身
具
の
出
現

二
千
八
百
年
〜
二
千
年
前

　
ド
ル
フ
ェ
ン
地
域
で
陶
器

　
と
コ
イ
ン
の
出
現

紀
元
後
〇
年
〜
四
五
〇
年
頃

　
ド
ル
フ
ェ
ン
を
結
ぶ
街
道

　
が
つ
く
ら
れ
る
。

六
世
紀
〜
七
世
紀

　
キ
ル
ヒ
シ
ュ
テ
ッ
テ
ン
近

　
く
の
埋
そ
う
地
で
人
骨
と

　
と
も
に
剣
や
ベ
ル
ト
の
道

　
具
等
の
副
そ
う
品
の
出
現

六
一
八

　
隋
が
ほ
ろ
び
唐
が
建
国
さ

　
れ
る
。

六
七
六

　
新
羅
が
朝
鮮
半
島
を
統
一

　
す
る
。

七
七
三

　
書
類
に
ド
ル
フ
ェ
ン
の
名

　
前
が
現
れ
る
。

九
三
六

　
高
麗
が
朝
鮮
半
島
を
統
一

　
す
る
。

一
〇
八
〇
〜
一
一
四
〇

　
イ
ー
ゼ
ン
川
両
岸
に
貴
族

　
の
屋
敷
が
建
築
さ
れ
る
。

一
二
二
九
〜
一
二
三
七

　
ド
ル
フ
ェ
ン
に
市
場
を
開

　
く
権
利
が
与
え
ら
れ
る
。

一
二
七
〇

　
町
と
し
て
公
認
さ
れ
る
。

一
三
二
四

　
ド
ル
フ
ェ
ン
に
下
級
の
裁

　
判
権
が
与
え
ら
れ
る
。

一
三
九
〇

　
教
会
が
建
て
ら
れ
る
。

一
四
五
五

　
初
め
て
の
市
長
の
記
載

一
五
一
二

　
市
民
が
ビ
ー
ル
を
生
産
す

　
る
権
利
を
買
う
。

一
五
五
五（
〜
六
六
）

　
市
民
の
中
で
新
教
の
活
動

　
が
行
わ
れ
た
。

一
五
八
一

　
オ
ラ
ン
ダ
が
ス
ペ
イ
ン
か

　
ら
独
立
す
る
。

一
六
〇
二

　
オ
ラ
ン
ダ
が
東
イ
ン
ド
会

　
社
を
設
立
す
る
。

一
六
一
八（
〜
四
八
）

　
三
十
年
戦
争
が
起
こ
る
。

一
六
三
二
・
一
六
三
四

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍（
新
教
）

　
が
町
を
占
領
す
る
。

一
六
三
四

　
ペ
ス
ト
が
流
行
す
る
。

一
七
七
六

　
ア
メ
リ
カ
の
独
立
宣
言

一
七
八
九

　
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
起
き
る
。

一
八
〇
八

　
ド
ル
フ
ェ
ン
に
地
方
自
治

　
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
。

一
八
四
〇

　
ア
ヘ
ン
戦
争
が
起
こ
る
。

一
八
五
六

　
新
し
い
病
院
が
で
き
る
。

一
八
六
一

　
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争

一
八
七
一

　
鉄
道
が
開
通
す
る
。

　
ド
イ
ツ
帝
国
が
で
き
る
。

一
八
九
八

　
ド
ル
フ
ェ
ン
駅
が
で
き
る
。

一
九
〇
四

　
家
や
道
路
に
電
灯
が
つ
く
。

一
九
一
四（
〜
一
八
）

　
第
一
次
世
界
大
戦
開
戦

一
九
三
九（
〜
四
五
）

　
第
二
次
世
界
大
戦
開
戦

一
九
四
五

　
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦

一
九
四
六

　
民
主
的
な
選
挙
が
戻
る
。

一
九
五
六

　
ド
ル
フ
ェ
ン
市
に
な
る
。

一
九
七
二

　
合
併
に
よ
り
人
口
１
万
人

　
の
都
市
に
な
る
。

二
〇
一
一

　
文
化
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

旧石器縄　文弥生飛　鳥 古墳奈良平　安鎌　倉室　町安土・桃山江　戸明治大正昭　和平成

酒　々　井　町 佐　倉　藩 千　葉　氏 印　東　庄 印　旛　郡
縄
文
海
進

氷　　　　　期印　旛　の　国　造
こく ぞういん とう の しょう

年

時
代

酒  

々  

井  

町

千
　葉
　県

日
　
　本

世
界（
ド
ル
フ
ェ
ン
）

一
九
八
九

一
九
二
六

一
九
一
二

一
八
六
八

一
六
〇
三

一
五
七
三

一
三
三
八

一
三
三
三

七
九
四

七
一
〇

五
九
三


